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肖
像
彫
刻
に
お
け
る
写
実
性
―
唐
招
提
寺
鑑
真
和
上
像
研
究
史
か
ら
考
え
る

塩　

澤　

寬　

樹

は
じ
め
に

日
本
の
肖
像
彫
刻
研
究
で
は
対
象
を
論
じ
る
際
に
、
多
く
の
場
合
は
そ
の
写
実
性
が
問
題
と
さ
れ
、
写
実
性
の
認
め
ら
れ
る
作
例
に
は

肖
似
性
も
指
摘
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
ら
が
制
作
年
代
を
推
定
す
る
際
の
指
標
と
も
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
う
し
た
明
治
以
来

の
研
究
手
法
に
は
、
肖
像
彫
刻
に
お
け
る
写
実
性
と
は
何
か
、
肖
像
彫
刻
に
肖
似
性
は
検
証
可
能
か
、
写
実
性
や
肖
似
性
は
制
作
年
代
推

定
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
な
ど
、
改
め
て
考
え
直
す
べ
き
点
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
よ
う
に
私
考
す
る
。

こ
れ
ら
の
検
討
に
当
た
っ
て
、
本
稿
で
は
奈
良
・
唐
招
提
寺
の
国
宝
鑑
真
和
上
像
に
関
す
る
研
究
史
を
題
材
と
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

本
像
は
、
幾
多
の
苦
難
の
末
に
我
が
国
に
戒
律
を
伝
え
に
来
朝
し
た
高
僧
の
肖
像
と
し
て
、
ま
た
我
が
国
の
肖
像
彫
刻
の
最
古
例
と
し
て

あ
ま
り
に
名
高
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
像
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
肖
像
彫
刻
作
例
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
多
く
、
考
察
材
料
に
恵
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
鑑
真
和
上
に
つ
い
て
は
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
に
鑑
真
弟
子
思
託
の
勧
め
に
よ
っ
て
淡
海
三
船
が
著
し
、
本
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像
の
制
作
年
代
を
推
定
す
る
際
に
も
そ
の
記
述
に
拠
る
こ
と
が
多
く
行
わ
れ
て
き
た
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』（
以
下
、『
東
征
伝
』）
と
い

う
基
本
文
献
が
あ
る
こ
と
も
本
稿
の
考
察
に
は
幸
い
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
ま
ず
第
一
章
で
鑑
真
和
上
像
の
研
究
史
の
中
か
ら
制
作
年
代
に
つ
い
て
絞
っ
て
整
理
・
分
類
を
試
み
、
論
点
を
抽
出

す
る
。
次
い
で
第
二
章
で
は
、
本
像
の
表
現
に
関
し
、
特
に
写
実
性
に
か
か
わ
る
事
柄
が
研
究
史
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
か
を

整
理
、
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
三
章
で
は
肖
像
彫
刻
に
お
け
る
写
実
性
と
制
作
年
代
推
定
に
関
し
て
考
察
し
、
そ
れ
を
承
け
て
第
四

章
で
は
鑑
真
和
上
像
制
作
年
代
推
定
に
つ
い
て
も
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
章　

鑑
真
和
上
像
の
制
作
年
代
に
か
か
わ
る
研
究
史
の
整
理

現
在
に
つ
な
が
る
日
本
彫
刻
史
研
究
は
、
お
お
よ
そ
明
治
二
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

の
岡
倉
天
心
『
日
本
美
術
史
』
や
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
に
お
い
て
、
本
像
は
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
明
治
三
十
年
代
に
は
制
作
年
代
な
ど
に
関
す
る
具
体
的
研
究
が
始
ま
る
。
そ
の
後
の
本
像
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

そ
の
知
名
度
や
重
要
性
の
割
に
は
専
論
は
意
外
に
多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
触
れ
た
も
の
も
含
め
れ
ば
か
な
り
の
数
に
上
る
。
そ
れ

故
、
研
究
史
の
整
理
に
関
す
る
論
考
も
複
数
存
在
す
る
（
例
え
ば
、
奥
田
一
九
九
四
、
竹
田
二
〇
一
六
）。
従
っ
て
、
こ
こ
で
そ
れ
に
類

す
る
こ
と
を
行
う
の
は
屋
上
屋
を
重
ね
る
感
は
免
れ
な
い
が
、
本
章
で
は
本
像
の
制
作
年
代
に
絞
っ
て
改
め
て
研
究
史
の
整
理
を
行
い
、

本
稿
の
課
題
に
つ
な
が
る
論
点
に
つ
い
て
も
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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本
像
の
制
作
年
代
が
奈
良
時
代
の
八
世
紀
後
半
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
の
論
考
で
共
通
し
て
い
る
。
筆
者
も
異
論
は
な
い
。

そ
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
は
次
の
『
東
征
伝
』
の
記
述
を
ど
の
よ
う

に
理
解
す
る
か
が
大
き
な
鍵
と
な
る
。
そ
こ
で
、
検
討
に
先
立
っ
て
、

そ
の
有
名
な
一
節
を
掲
げ
る
。

「
宝
字
七
年
癸
卯
春
。
弟
子
僧
忍
基
夢
見
講
堂
棟
梁
摧
折
。
寤

而
驚
懼
。
知
大
和
上
遷
化
之
相
也
。
仍
率
諸
弟
子
。
摸
大
和
上

之
影
。
是
歳
五
月
六
日
。
結
跏
趺
坐
。
面
西
而
化
。
春
秋
七
十

七
。
化
後
三
日
。
頂
上
猶
煖
。
由
是
久
不
殯
殮
。
至
於
闍
維
。

香
気
満
山
。
平
生
常
謂
僧
思
託
言
。
我
若
終
亡
。
願
坐
死
。
汝

可
為
我
。
於
戒
壇
院
別
立
影
堂
。
舊
住
房
與
僧
住
。
千
臂
経
云
。

臨
終
端
坐
。
如
入
禅
定
。
當
知
此
人
已
入
初
地
。
以
茲
験
之
。

聖
凡
難
測
。」

こ
の
中
の
「
仍
率
諸
弟
子
。
摸
大
和
上
之
影
。」
と
記
さ
れ
る
「
影
」

が
、
現
存
の
鑑
真
和
上
像
と
み
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
多
い
こ
と
は

唐招提寺鑑真和上像
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周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
本
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
分
類
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

本
像
の
制
作
年
代
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
大
き
く
次
の
二
つ
の
説
に
分
か
れ
る
。

Ａ
群
：
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
の
和
上
示
寂
前
後
の
作
と
み
る
考
え
方

Ｂ
群
：
没
後
の
や
や
時
を
経
た
あ
る
時
期
に
造
ら
れ
た
と
み
る
考
え
方

多
数
派
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、
Ａ
群
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
『
東
征
伝
』
の
記
事
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

い
。
こ
の
考
え
方
は
、
後
述
の
よ
う
に
さ
ら
に
細
か
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
Ｂ
群
の
中
で
は
、
具
体
的
に
は
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八

一
）
を
想
定
す
る
論
が
い
く
つ
か
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
説
明
す
る
と
、
Ａ
群
は
『
東
征
伝
』
に
記
さ
れ
た
、
天
平
宝
字
七
年
春
に
影
を
模
し
た
と
さ
れ
る
、

そ
の
影
そ
の
も
の
を
本
像
と
み
る
見
方
（
Ａ
群
―

Ⅰ
）
と
、
そ
の
影
が
本
像
で
あ
る
と
確
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
没
後
ま
も
な
く
造
ら

れ
た
と
す
る
考
え
方
（
Ａ
群
―

Ⅱ
）
に
分
か
れ
る
。

Ａ
群
―

Ⅰ
は
、
近
代
研
究
史
の
中
で
最
も
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
見
方
で
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
修
理
以
前
か
ら
出
さ
れ
て

き
た
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
「
傳
思
託
作　

鑑
眞
和
尚
像
」（『
國
華
』
一
七
三
）
は
、
本
像
の
制
作
年
代
を
論
じ
た
早
い
も

の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
寺
伝
に
弟
子
思
託
律
師
の
作
な
り
と
な
す
や
。
果
た
し
て
律
師
が
手
に
成
る
や
否
や
之
を
確
證
せ
ん
こ
と
困

難
な
り
と
雖
、
蓋
し
亦
中
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ざ
る
の
説
な
ら
ん
。」
と
し
て
、
早
く
も
『
東
征
伝
』
の
記
述
に
寄
せ
て
理
解
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
確
証
は
な
い
と
い
う
立
場
を
保
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
い
で
大
正
期
で
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
『
日
本
国
宝
全
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集
』
は
「
寺
伝
に
和
尚
に
従
っ
て
唐
よ
り
来
朝
し
た
そ
の
高
足
思
託
律
師
の
作
と
い
は
る
ゝ
如
く
、
蓋
し
其
此
の
製
作
と
覚
ぼ
し
く
」、

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
刊
行
の
『
唐
招
提
寺
大
鏡
』
は
「
製
作
時
代
は
寺
伝
を
ほ
ゞ
信
じ
て
可
な
る
べ
」
し
と
し
、
昭
和
に
入
っ
て

も
、
田
中
一
松
氏
が
「
此
の
像
が
そ
の
門
弟
の
造
現
で
、
和
尚
が
入
寂
前
後
程
近
き
作
で
あ
る
と
見
て
差
し
支
へ
あ
る
ま
い
」（
田
中
一

九
三
一
）
と
し
て
、
寺
伝
、
す
な
わ
ち
『
東
征
伝
』
の
記
事
に
記
さ
れ
る
「
影
」
を
本
像
と
み
な
す
見
方
を
は
っ
き
り
と
出
し
て
い
る
。

こ
の
流
れ
は
昭
和
十
年
の
修
理
に
よ
っ
て
本
像
が
紙
製
で
は
な
く
乾
漆
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
以
降
も
続
く
。
昭
和
十
六
年
に
大
口

理
夫
氏
は
、「（『
東
征
伝
』）
の
記
述
を
信
ず
れ
ば
、
こ
の
像
は
和
上
遷
化
前
に
着
手
さ
れ
た
寿
像
で
あ
」
る
と
し
（
大
口
一
九
四
一
）、

金
森
遵
氏
は
「
少
な
く
と
も
そ
の
造
始
は
大
和
上
の
存
命
中
」
で
あ
る
（
金
森
一
九
四
一
）、
小
林
剛
氏
は
「
唐
招
提
寺
の
鑑
真
和
上
像

に
つ
い
て
は
、
当
代
の
信
拠
す
べ
き
文
献
が
あ
っ
て
、
そ
の
造
立
は
殆
ど
確
定
し
て
ゐ
る
」（
小
林
一
九
四
三
）
と
続
い
て
い
る
。

戦
後
で
は
、
毛
利
久
氏
が
昭
和
二
十
四
年
に
「『
東
征
伝
』（
中
略
）
の
記
事
と
現
存
像
を
結
び
つ
け
る
絶
対
的
根
拠
は
な
い
が
、
宝
字

七
年
の
頃
に
当
像
が
作
ら
れ
た
と
し
て
も
何
ら
差
し
支
え
な
く
、
む
し
ろ
極
め
て
適
切
で
あ
る
。（
中
略
）
鑑
真
像
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ

が
生
前
の
製
作
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
っ
て
、
即
ち
寿
像
」
で
あ
る
と
し
（
毛
利
一
九
四
九
）、
昭
和
二
十
七
年
に
も
「
鑑
真
像

が
像
主
の
在
世
中
、
東
征
伝
に
従
え
ば
示
寂
直
前
の
天
平
宝
字
七
年
春
に
作
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
は
諸
般
の
事
情
よ
り
考
え
て
間
違
い
な

い
」
と
述
べ
（
毛
利
一
九
五
二
）、
こ
れ
以
降
の
研
究
動
向
の
大
き
な
流
れ
を
作
っ
た
。
そ
の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
れ
ば
、「
そ
の
遷
化
に

際
し
て
弟
子
達
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
い
う
伝
を
、
そ
の
ま
ま
信
じ
て
誤
り
な
き
に
近
い
」（
西
川
新
次
一
九
五
三
）、「『
東
征
伝
』

の
影
像
制
作
は
、
克
明
な
描
写
と
表
現
が
彫
塑
像
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
か
ら
、
現
存
像
と
推
定
し
た
い
。」（
井
上
正
一
九
七
八
）、「
そ
の

成
立
が
天
平
宝
字
七
年
五
月
六
日
の
和
上
入
寂
前
後
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
」（
浅
井
一
九
七
九
）、「
様
式
的

見
地
か
ら
み
て
も
こ
れ
が
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
の
和
上
入
寂
に
先
立
っ
て
造
立
さ
れ
た
と
い
う
『
東
征
伝
』
の
記
録
は
き
わ
め
て
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蓋
然
性
が
高
い
」（
奥
田
一
九
九
四
）、「
忍
基
は
弟
子
た
ち
に
呼
び
か
け
て
、
鑑
真
の
肖
像
を
作
り
ま
し
た
。（
中
略
）
こ
の
肖
像
が
、
い

ま
唐
招
提
寺
の
御
影
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
国
宝
の
鑑
真
和
上
像
で
あ
る
こ
と
は
、
異
論
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
一
連
の
経
過
を
載
せ

る
『
東
征
伝
』
の
記
述
を
よ
く
読
め
ば
、
こ
の
像
が
鑑
真
の
生
前
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
」（
東
野
二
〇
〇
九
）
な

ど
で
あ
る
。
本
像
を
『
東
征
伝
』
に
記
さ
れ
る
影
そ
の
も
の
と
み
な
し
、
従
っ
て
造
立
年
代
も
天
平
宝
字
七
年
と
み
る
見
方
が
研
究
史
上

で
は
か
な
り
多
い
。

次
に
Ａ
群
―

Ⅱ
、
す
な
わ
ち
、『
東
征
伝
』
に
記
さ
れ
る
影
が
本
像
で
あ
る
と
確
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
没
後
ま
も
な
く
造
ら
れ
た

と
す
る
考
え
方
の
論
考
は
、
前
述
の
よ
う
に
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
「
傳
思
託
作　

鑑
眞
和
尚
像
」（『
國
華
』
一
七
三
）
が
、「
果

た
し
て
律
師
が
手
に
成
る
や
否
や
之
を
確
證
せ
ん
こ
と
困
難
な
り
」
と
し
な
が
ら
も
、
寺
伝
に
つ
い
て
は
「
中
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ざ
る
の

説
」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
よ
う
。
本
像
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
こ
の
立
場
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
右
の
通
り
、
Ａ
群
―

Ⅰ
が
主
流
と
し
て
続
き
、
Ⅱ
に
含
ま
れ
る
論
考
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
と
な
る
。
町
田
甲

一
氏
は
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
「
こ
の
像
は
そ
の
お
り
の
和
上
の
姿
を
写
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。（
中
略
）

こ
の
伝
説
は
と
も
か
く
と
し
て
、
和
上
の
死
の
直
後
に
和
上
の
風
格
を
写
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」（
町

田
一
九
六
一
）
と
し
て
、
制
作
年
代
を
死
の
直
後
と
み
な
し
な
が
ら
も
、『
東
征
伝
』
に
い
う
影
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
断
定
を
避
け
、

そ
れ
ま
で
の
各
論
と
は
一
線
と
画
し
て
い
る
。
そ
の
約
十
年
後
、
水
野
敬
三
郎
氏
は
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
、「
こ
の
時
忍
基

が
諸
弟
子
を
率
い
て
造
立
し
た
和
上
の
影
像
は
画
像
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
現
存
す
る
本
像
を
も
っ
て
こ
の
影
像
に
当
て
る
確
実
な
根

拠
は
な
い
が
、
ま
た
そ
れ
を
否
定
す
る
積
極
的
な
論
拠
も
な
い
。
本
像
が
こ
れ
に
当
た
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
」（
水
野
一

九
七
二
）
と
し
て
、
本
像
を
『
東
征
伝
』
記
述
の
影
に
当
て
る
立
場
（
Ａ
群
―

Ⅰ
）
に
寄
り
な
が
ら
も
、
そ
の
影
が
画
像
で
あ
る
可
能
性
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を
も
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
町
田
氏
は
昭
和
四
十
九
年
に
「
寿
像
の
よ
う
に
生
前
に
肖
像
を
つ
く
る
と
い
う
習
慣
は
当
時
ま
だ
な
か
っ

た
か
ら
、
伝
説
に
伝
え
ら
れ
る
像
は
画
像
で
、
和
上
示
寂
直
後
に
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
生
前
親
し
く
そ
の
謦
咳
に
接
し
得
た
人
に
よ
っ

て
、
そ
の
風
格
を
写
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」（
町
田
一
九
七
四
）
と
述
べ
、『
東
征
伝
』
に
い
う
影
は
画
像
で
あ
る
と
し
て
、

本
像
を
そ
の
影
に
比
定
す
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
た
。
水
野
氏
と
似
た
解
釈
と
し
て
、
井
上
一
稔
氏
は
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に

「『
東
征
伝
』
の
影
を
模
し
た
記
事
を
疑
う
必
要
も
な
く
」、「
本
像
の
制
作
時
期
は
、
画
像
完
成
後
か
ら
始
ま
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が

和
上
の
生
存
中
に
な
る
か
、
没
後
に
遅
れ
る
の
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
問
題
」
と
し
、
画
像
の
可
能
性
に
言
及
し
た
。
た
だ
し
、
制
作
年

代
に
つ
い
て
は
「
法
進
の
『
梵
網
経
注
疏
』
に
、
忌
日
よ
り
毎
年
欠
か
さ
ず
法
要
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
、
あ
る
い
は
没

後
一
年
以
内
に
造
像
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
」
と
述
べ
た
（
井
上
一
稔
一
九
九
九
）。
小
野
佳
代
氏
も
、『
東
征
伝
』
の
影
が
「
画
像

で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
現
存
の
鑑
真
像
が
つ
く
ら
れ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
あ
れ
、
画
像
か
ら
時
を
経

ず
し
て
彫
刻
に
お
こ
し
た
と
み
て
お
り
、
現
存
像
が
寿
像
か
遺
像
か
の
問
題
は
残
る
に
せ
よ
、
右
の
『
東
征
伝
』
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
つ

く
ら
れ
た
、
極
め
て
写
実
的
な
肖
像
彫
刻
と
の
解
釈
に
違
い
は
な
い
。」（
小
野
二
〇
一
三
）
と
し
て
、『
東
征
伝
』
に
い
う
影
が
画
像
か

彫
刻
か
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
が
、
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
示
寂
前
後
を
想
定
し
て
い
る
。

Ａ
群
の
Ⅰ
と
Ⅱ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
大
半
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
る

Ｂ
群
の
見
方
も
出
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
で
は
大
川
逞
一
氏
が
、
本
像
が
乾
漆
造
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
漆
は
非
常
に
乾
き
難
い
の
で
、

「
没
後
相
当
の
期
間
を
要
し
て
完
成
」
し
た
と
し
た
（
大
川
一
九
四
〇
）。
私
見
で
は
、
漆
の
乾
燥
と
い
う
問
題
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
そ
の
後
の
研
究
史
に
は
意
外
に
受
け
継
が
れ
な
い
。
金
森
遵
氏
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
お
い
て
は
Ａ
群
―

Ⅰ
に
属
す
る

見
方
を
出
し
て
い
た
が
（
金
森
一
九
四
一
）、
昭
和
二
十
五
年
に
は
短
い
解
説
な
が
ら
「
所
伝
の
や
う
で
あ
れ
ば
宝
亀
七
年
頃
の
造
立
の
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わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
真
否
は
と
も
か
く
と
し
て
」
と
述
べ
た
（
金
森
一
九
五
〇
）。「
所
伝
の
や
う
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
や
や
不
明

瞭
で
あ
る
が
（
天
平
宝
字
七
年
の
誤
り
と
取
れ
な
く
も
な
い
）、
文
言
通
り
に
受
け
取
れ
ば
、
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
の
造
立
の
可
能
性

を
示
唆
し
た
早
い
説
で
あ
る
。
よ
り
明
確
に
は
、
蓮
實
重
康
氏
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
、
福
山
敏
男
氏
が
唐
招
提
寺
に
つ
い

て
宝
亀
の
初
頃
又
は
中
頃
の
草
創
に
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、「
鑑
真
像
が
唐
招
提
寺
に
あ
っ
て
東
大
寺
に
な
い
事
も
、
法
進
、

思
託
の
対
立
の
問
題
に
か
ら
ん
で
、
一
抹
の
解
き
難
い
謎
を
残
す
が
、
招
提
寺
が
宝
亀
七
年
前
後
に
思
託
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
一

山
の
中
心
の
祖
師
像
を
必
要
と
す
る
事
情
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
、
宝
亀
七
年
頃
の
制
作
を
想
定
し
た
（
蓮
實
一
九
五
四
）。
天
平
宝
字

七
年
と
の
制
作
年
代
の
違
い
は
小
さ
い
が
、『
東
征
伝
』
の
記
述
よ
り
も
寺
史
研
究
の
成
果
を
重
視
し
た
見
解
と
い
え
る
。
ま
た
、
谷
信

一
氏
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
「「
鑑
真
和
上
東
征
伝
」
に
よ
る
と
、
危
篤
に
陥
っ
た
の
で
本
像
を
造
ら
せ
た
と
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
信
ず
れ
ば
死
直
前
の
像
に
な
る
が
、
古
代
に
お
い
て
は
何
人
と
い
え
ど
も
寿
像
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

は
た
ん
に
そ
の
念
願
を
修
飾
し
て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
か
ら
、
死
後
数
年
以
内
の
製
作
と
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て
、
こ
の
時
代
に
お

け
る
寿
像
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
死
後
数
年
以
内
の
制
作
と
し
た
（
谷
一
九
六
八
）。
宮
島
新
一
氏
は
、『
東
征
伝
』
に
つ
い
て
蔵
中
進
氏

が
和
上
没
後
十
六
年
後
の
十
七
回
忌
を
期
し
て
著
さ
れ
た
と
述
べ
た
こ
と
（
蔵
中
一
九
七
六
）
を
承
け
、
こ
の
頃
に
お
け
る
十
七
回
忌
の

慣
習
に
は
や
や
慎
重
な
が
ら
も
、『
東
征
伝
』
成
立
と
同
じ
く
宝
亀
十
年
頃
制
作
の
可
能
性
を
示
し
た
（
宮
島
一
九
九
四
）。
制
作
年
代
の

み
な
ら
ず
、『
東
征
伝
』
の
性
格
に
つ
い
て
も
研
究
史
の
中
で
異
彩
を
放
つ
の
は
、
松
島
健
氏
が
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
発
表

し
た
「
奈
良
朝
僧
侶
肖
像
彫
刻
試
論

―
鑑
真
像
と
行
信
像
」
で
あ
る
。
氏
の
示
し
た
様
々
な
論
点
の
う
ち
、
本
像
の
制
作
年
代
に
つ
い

て
は
「
鑑
真
和
上
像
は
、
生
前
の
肖
像
、
す
な
わ
ち
寿
像
で
は
な
く
、
没
後
の
あ
る
時
期
に
造
ら
れ
た
遺
像
で
あ
り
、
東
征
伝
撰
述
の
宝

亀
十
年
が
そ
の
下
限
」
で
あ
る
と
し
た
（
松
島
一
九
八
八
）。
宝
亀
年
間
で
の
造
立
を
述
べ
た
諸
説
の
中
で
も
最
も
詳
細
に
論
じ
た
論
で
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あ
る
。
宝
亀
年
間
説
は
、
浅
見
龍
介
氏
も
説
い
て
い
る
。
氏
は
鑑
真
を
目
前
に
し
て
造
る
に
は
、
手
間
の
か
か
る
乾
漆
造
は
適
さ
な
い
と
、

大
川
逞
一
氏
以
来
久
し
ぶ
り
に
技
法
面
か
ら
の
疑
問
点
を
呈
し
た
上
で
、
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
仏
師
が
弟
子
僧
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が

ら
造
る
場
合
、「
没
し
て
か
ら
十
年
後
で
は
不
可
能
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
盧
舎
那
仏
は
金
堂
の
造
営
が
進
め
ら
れ
た
宝
亀
年
間

と
み
る
の
が
自
然
で
、
そ
の
頃
ま
だ
弟
子
は
健
在
で
、
そ
の
指
導
の
も
と
に
優
秀
な
仏
師
が
造
っ
た
と
い
う
状
況
が
想
定
で
き
る
と
し
て
、

「
天
平
宝
字
七
年
説
以
外
に
も
、
宝
亀
年
間
説
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
た
（
浅
見
二
〇
〇
五
）。
ま
た
、
竹
田

滋
子
氏
は
、「『
東
征
伝
』
に
は
そ
の
「
影
」
が
い
つ
出
来
上
が
っ
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
鑑
真
像
の
制
作
時
期
は
『
東
征
伝
』

の
記
述
か
ら
は
確
定
で
き
な
い
。」（
竹
田
二
〇
一
六
）
と
し
て
、『
東
征
伝
』
と
の
関
係
で
年
代
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

以
上
の
通
り
、
従
来
の
研
究
史
で
は
、
本
像
を
『
東
征
伝
』
の
記
述
の
「
影
」
そ
の
も
の
に
当
て
る
か
否
か
は
と
も
か
く
、
Ａ
群
の
見

方
、
す
な
わ
ち
和
上
の
歿
し
た
天
平
宝
字
七
年
頃
の
制
作
と
す
る
見
方
が
大
方
を
占
め
て
い
る
が
、
Ｂ
群
の
よ
う
に
没
後
し
ば
ら
く
時
を

経
て
の
制
作
と
す
る
見
方
も
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
は
『
東
征
伝
』
の
成
立
し
た
宝
亀
年
間
を
想
定
す
る
こ
と
が
多
い
。

第
二
章　

本
像
の
表
現

―
「
写
実
性
」
の
理
解

制
作
年
代
に
続
き
、
本
章
で
は
本
像
の
表
現
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
説
明
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
特
に
写
実

性
と
い
う
観
点
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
。

論
考
に
よ
っ
て
表
現
の
仕
方
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い
は
あ
っ
て
も
、
本
像
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
必
ず
語
ら
れ
る
の
が
そ
の
写
実
性
に
関
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
本
像
の
写
実
性
は
本
像
の
造
立
年
代
を
推
定
す
る
根
拠
と
も
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
理
解
の
仕
方
は
一
様
で
は
な
く
、
分
類
す
る
と
次
の
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
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ａ
群
：
本
像
の
克
明
さ
や
迫
真
性
に
重
点
を
置
く
考
え
方

ｂ
群
：
内
面
や
精
神
面
の
表
現
に
重
点
を
置
く
考
え
方

ｃ
群
：
形
の
上
で
の
理
想
化
を
指
摘
す
る
考
え
方

ｄ
群
：
人
体
と
の
乖
離
を
客
観
的
に
指
摘
す
る
考
え
方

そ
こ
で
、
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
う
少
し
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
節　
ａ
群
の
論
考

ａ
群
は
、
鑑
真
和
上
本
人
の
姿
に
忠
実
に
造
ら
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
、
早
く
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
「
傳
思
託

作　

鑑
眞
和
尚
像
」（『
國
華
』
一
七
三
）
が
、「
高
徳
智
識
の
相
貌
髣
髴
と
し
て
眞
に
其
の
人
に
接
す
る
の
思
あ
ら
し
む
。
恐
ら
く
は
之

れ
日
夕
和
尚
に
親
炙
せ
る
人
の
、
細
心
苦
慮
其
の
師
の
形
相
を
傳
へ
む
と
し
て
作
る
と
こ
ろ
な
ら
む
。」
と
し
て
、
本
人
の
姿
を
髣
髴
と

さ
せ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
れ
以
降
、
本
人
を
髣
髴
と
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
は
、
ｂ
群
・ｃ
群
の
論
考
も
含
め
て
、
大
半
の
論
考
で

述
べ
ら
れ
る
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
『
唐
招
提
寺
大
鏡
』
は
、「
伝
神
の
意
味
に
於
い
て
」
尊
重
す
べ
き
作
と
し
、
ま
た
「
諸

の
薬
物
の
眞
偽
を
鼻
を
も
っ
て
能
く
辨
別
し
た
と
言
は
れ
る
如
き
感
性
を
示
唆
す
る
か
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。『
東
征
伝
』
に
記
さ
れ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
本
像
の
表
現
が
重
な
り
合
う
こ
と
を
指
摘
す
る
論
考
も
か
な
り
多
い
が
、
こ
れ
が

早
い
例
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
の
早
く
に
お
い
てａ
群
を
代
表
す
る
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
西
川
新
次
氏
に
よ
る
「
鑑
真

和
上
像　

唐
招
提
寺
の
秘
宝
」
で
あ
る
（
西
川
新
次
一
九
五
三
）。
氏
は
像
の
表
現
に
つ
い
て
極
め
て
詳
細
に
記
述
し
た
上
で
、「
こ
の
姿
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は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
謦
咳
に
常
に
接
し
て
お
り
、
そ
の
心
底
に
ま
で
親
炙
し
て
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
到
底
写
し
得
ぬ
迫
真
の
貌
を
伝

え
た
」
と
し
、「
そ
の
全
生
涯
を
象
徴
す
る
か
の
如
き
姿
で
、
見
事
に
再
現
し
得
た
」
と
述
べ
、
本
像
の
「
理
想
的
写
実
」
や
「
伝
神
の

真
髄
」
の
さ
ま
を
讃
え
た
。
続
い
て
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
谷
信
一
氏
は
、「
こ
の
像
の
相
貌
姿
態
が
鑑
真
の
肉
身
を
ど
の

程
度
に
再
現
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
対
象
の
写
実
と
い
う
点
で
は
誰
も
発
言
で
き
る
資
料
が
な
い
」
と
し
な
が
ら
も

（
こ
の
点
は
後
に
再
び
触
れ
る
）、「
鑑
真
の
行
歴
を
通
し
て
抽
象
的
に
造
形
す
る
こ
と
が
で
き
る
高
僧
鑑
真
と
い
う
心
象
と
矛
盾
し
な
い

ば
か
り
か
、
む
し
ろ
実
に
適
格
に
合
致
し
て
」
い
て
、「
高
僧
の
現
身
に
忠
実
な
表
現
で
あ
る
こ
と
は
、
像
の
比
例
や
調
和
な
ど
の
形
式

だ
け
か
ら
で
も
断
言
で
き
る
」
と
述
べ
、
像
が
鑑
真
の
姿
に
忠
実
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
（
谷
一
九
六
八
）。
同
様
に
杉
山
二
郎
氏
は
、

「
鑑
真
を
直
接
み
た
者
は
い
な
い
。
け
れ
ど
、
鑑
真
み
ず
か
ら
が
鑑
真
と
し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
実
在
感
を
、
親
炙
し
眼
の
あ
た
り
に
し

た
か
の
よ
う
に

4

4

4

4

4

追
感
す
る
。
実
感
す
る
。」
と
し
た
（
杉
山
一
九
七
一
）。

井
上
正
氏
は
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
と
五
十
三
年
に
僧
侶
肖
像
彫
刻
に
つ
い
て
の
論
考
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
鑑
真
和
上
像

に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
示
し
た
（
井
上
正
一
九
七
七
・
一
九
七
八
）。
氏
は
か
つ
て
小
杉
一
雄
氏
が
昭
和
十
二
年
（
一
九
二
七
）
に
述

べ
た
肉
身
像
（
筆
者
註
：
肉
体
が
死
後
自
然
ミ
イ
ラ
化
し
た
も
の
）
に
つ
い
て
の
見
解
を
も
と
に
（
小
杉
一
九
二
七
）、「
和
上
は
中
国
風

の
命
終
法
に
し
た
が
っ
て
真
身
化
（
筆
者
註
：
自
然
ミ
イ
ラ
化
す
る
こ
と
）
を
願
い
、
結
局
そ
れ
は
果
た
さ
れ
ず
、
示
寂
直
前
に
造
立
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
肖
像
彫
刻
だ
け
が
、
真
身
像
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
残
さ
れ
」
た
の
で
、
本
像
は
「
真
身
化
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
の
代
替
品
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
厳
し
い
写
生
に
基
づ
く
写
実
的
な
肖
像
」（
井
上
正
一
九
七
八
）
で
あ
る
と
し
た
。
鑑
真
が
真
身

化
を
目
指
し
た
か
否
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
説
で
あ
る
。

井
上
一
稔
氏
は
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
、
本
像
の
迫
真
性
や
鑑
真
和
上
の
姿
を
極
め
て
忠
実
に
表
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
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強
調
し
た
上
で
、
個
々
の
細
か
な
特
徴
が
「
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
鑑
真
和
上
の
個
性
と
一
致
す
る
表
現
を
見
出
す
こ
と
」
が
で
き
る
と
し

て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
後
述
のｃ
群
に
属
す
る
論
調
で
あ
る
（
井
上
一
稔
一
九
九
九
）。

第
二
節　

ｂ
群
の
論
考

ｂ
群
は
、
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
こ
れ
も
戦
前
か
ら
あ
る
見
方
で
あ
る
。
源
豊
宗
氏
は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
、「
之

れ
程
精
神
の
表
現
に
成
功
せ
る
肖
像
彫
刻
は
恐
ら
く
他
に
之
を
求
め
難
い
で
あ
ら
う
」
と
し
（
源
一
九
四
〇
）、
金
森
遵
氏
も
翌
年
に
「
鑑

真
和
上
像
に
見
ら
れ
る
写
実
は
、
形
象
の
彫
琢
に
於
い
て
は
鎌
倉
彫
刻
の
精
緻
に
及
び
難
く
も
思
わ
れ
る
が
、
心
を
伝
ふ
る
点
で
は
遙
か

に
優
れ
た
感
性
を
持
っ
て
ゐ
る
」
と
し
て
、
精
神
性
の
表
現
を
強
調
し
た
（
金
森
一
九
四
一
）。
戦
後
で
は
、
北
川
桃
雄
氏
が
「
単
に
外

形
だ
け
で
な
く
、
悟
達
境
に
あ
る
和
上
の
姿
を
十
分
把
握
し
て
い
る
」（
北
川
一
九
六
一
）、
町
田
甲
一
氏
が
「
す
ぐ
れ
た
肖
像
と
い
う
も

の
が
、
単
に
対
象
の
外
形
的
な
容
貌
を
写
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
人
物
の
内
奥
の
精
神
ま
で
も
、
こ
れ
に
適
切
な
造
形
的
表
現
を
与
え

て
可
視
的
に
あ
ら
わ
す
べ
き
も
の
な
ら
ば
、
実
に
こ
の
鑑
真
和
上
の
像
は
、
日
本
に
お
け
る
最
も
す
ぐ
れ
た
肖
像
彫
刻
と
い
う
べ
き
」（
町

田
一
九
六
一
）
と
し
た
。
二
十
一
世
紀
で
は
、
東
野
治
之
氏
が
「
卑
俗
な
写
実
を
超
え
た
高
み
に
あ
り
ま
す
。
鑑
真
の
頑
丈
な
体
つ
き
と
、

そ
こ
に
宿
っ
た
高
邁
な
精
神
を
」「
素
直
に
写
し
取
」
っ
た
像
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
東
野
二
〇
〇
九
）。

第
三
節　
ｃ
群
の
論
考

ｃ
群
も
意
外
に
早
く
か
ら
あ
る
考
え
方
で
あ
り
、
特
に
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
は
多
く
み
ら
れ
る
。
早
く
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

に
源
豊
宗
氏
が
『
世
界
美
術
全
集
』
第
九
巻
（
平
凡
社
）
の
作
品
解
説
に
お
い
て
、
本
像
を
「
天
平
の
写
実
主
義
の
極
致
」
と
述
べ
た
が
、
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氏
は
同
書
の
「
天
平
時
代
の
彫
刻
」
に
お
い
て
そ
の
様
式
的
特
徴
の
一
つ
に
「
写
実
的
」
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、「
写
実
的
と
は
、
飛
鳥

時
代
の
観
念
的
な
抽
象
的
の
表
現
に
対
し
て
、
客
観
に
忠
実
な
表
現
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
写
実
が
客
観
に
即
し

過
ぎ
て
ゐ
る
の
に
比
し
て
は
、
む
し
ろ
理
想
的
で
あ
る
点
を
看
却
し
て
は
な
ら
な
い
。
故
に
天
平
の
そ
れ
は
理
想
的
写
実
と
云
ふ
を
可
と

す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
の
で
（
源
一
九
二
九
）、
氏
は
本
像
に
つ
い
て
客
観
に
即
し
す
ぎ
な
い
写
実
、
理
想
的
写
実
が
み
ら
れ
る
と
理

解
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
様
に
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
田
中
一
松
氏
は
「
部
分
的
に
は
暢
達
し
た
写
実
味
は
窺
わ
れ
な
い

が
、
総
体
と
し
て
見
れ
ば
こ
れ
が
肖
像
彫
刻
と
し
て
極
め
て
的
確
に
要
所
を
つ
か
む
で
」
い
て
、「
全
く
類
型
を
絶
し
た
一
種
の
写
実
味

が
流
露
し
て
ゐ
」
る
の
で
、「
そ
の
要
処
を
つ
か
む
で
」
い
る
点
を
「
写
実
の
上
乗
と
云
は
ず
し
て
何
と
言
は
う
」
と
述
べ
、
単
に
形
の

み
本
人
の
姿
を
克
明
に
捉
え
て
い
る
の
が
写
実
で
は
な
い
と
主
張
し
た
（
田
中
一
九
三
一
）。
換
言
す
れ
ば
、「
要
処
を
」
つ
か
ん
で
「
表

現
の
深
み
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
れ
ば
、
実
際
の
本
人
の
姿
と
離
れ
た
部
分
が
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
論
旨
と
理
解
で
き
る
。
昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
の
大
口
理
夫
氏
も
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
氏
は
写
実
に
つ
い
て
、「
写
実
は
対
象
の
可
変
的
な
一
場
合
を
さ
な

が
ら
に
写
す
の
で
は
な
く
、
対
象
の
中
か
ら
、
不
易
な
最
も
対
象
ら
し
い
も
の
を
抽
出
し
て
、
具
象
的
に
描
写
す
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は

自
然
主
義
的
で
は
な
い
。
い
は
ゞ
純
粋
写
実
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
」、
鑑
真
像
は
「
徒
に
自
然
の
皮
相
的
模
倣
に
向
か
は
ず
、
天
平
風

の
純
粋
写
実
的
方
向
に
と
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
看
取
出
来
」
る
と
し
た
（
大
口
一
九
四
一
）。
さ
ら
に
昭
和
十
八
年
、
小
林
剛
氏
は
鑑
真
像

の
「
決
し
て
実
物
を
そ
の
儘
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
写
実
か
ら
脱
化
し
た
或
る
理
想
的
な
様
式
を
示
し
て
」
い
て
、「
寧
ろ
写
意
と
も

名
付
く
べ
き
特
殊
な
衣
文
様
式
を
な
し
」
て
い
る
、
そ
し
て
「
実
際
の
写
実
か
ら
多
少
か
け
離
れ
た
要
素
を
含
ん
で
ゐ
な
が
ら
、
そ
こ
に

何
等
の
形
式
的
な
表
現
を
も
感
じ
せ
し
め
な
い
特
色
が
あ
る
」
と
述
べ
た
（
小
林
一
九
四
三
）。
写
実
と
い
う
よ
り
「
写
意
」
で
あ
り
、「
実

際
の
写
実
」
と
離
れ
た
要
素
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
指
摘
し
た
上
で
、
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
鑑
真
の
全
人
格
ま
で
を
も
表
現
す
る
と
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し
て
本
像
を
讃
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、ｃ
群
に
典
型
的
な
論
旨
は
す
で
に
戦
前
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
は
、ｃ
群
に
含
ま
れ
る
論
考
が
多
い
。
そ
の
代
表
的
な
論
は
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
の
浅
井
和
春
氏
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
（
浅
井
一
九
九
〇
②
）。
氏
は
、
鑑
真
像
に
つ
い
て
「
表
面
的
、
部
分
的
な
こ
ま
か
い
描
写
に
溺
れ
ず
、（
中
略
）
全
体
の
自

然
な
バ
ラ
ン
ス
と
調
和
を
保
つ
よ
う
に
各
部
分
部
分
の
形
は
配
慮
さ
れ
、
結
果
と
し
て
の
像
の
表
現
は
、
一
時
代
個
性
の
理
想
的
写
実
と

い
う
域
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
」
と
し
、
そ
の
写
実
に
つ
い
て
は
「「
写
実
」
と
は
す
な
わ
ち
対
象
の
「
実
」
を
「
写
す
」
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
「
実
」
は
、
目
に
見
え
る
対
象
の
外
形
的
な
「
実
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
と
お
し
て
の
内
面
的
な
、
あ
る
い
は
存

在
そ
の
も
の
の
「
実
」
に
ほ
か
な
ら
」
ず
、「
写
実
と
い
う
こ
と
の
本
質
に
お
い
て
も
、
け
っ
し
て
「
理
想
化
」
を
否
定
す
る
も
の
と
も

思
え
な
い
。
む
し
ろ
、
像
主
の
個
性
的
な
風
貌
を
忠
実
に
写
し
と
ろ
う
と
す
る
態
度
に
と
ど
ま
る
こ
と
（
こ
れ
は
時
代
が
下
り
鎌
倉
以
降

の
あ
る
種
の
像
に
該
当
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
）
が
、
い
か
に
写
実
の
本
義
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
か
。」
と
し
て
、
造
形
と
し

て
の
理
想
化
は
写
実
と
い
う
行
為
と
矛
盾
し
な
い
と
述
べ
た
。
論
旨
は
小
林
剛
氏
と
近
い
。
同
様
に
、
井
上
一
稔
氏
は
「
本
像
は
鑑
真
和

上
そ
の
人
を
あ
る
が
ま
ま
に
表
そ
う
と
し
て
い
る
と
の
み
解
し
て
よ
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
」
く
、
像
の
特
徴
と
実
在
の
人
物
と

の
違
い
を
指
摘
し
た
上
で
、「
和
上
の
姿
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
高
み
の
境
地
に
あ
る
人
格
者
の
像
と
し
て
、
礼
拝
対

象
と
し
て
の
肖
像
に
変
質
さ
せ
て
い
る
。」
と
述
べ
た
（
井
上
一
稔
一
九
九
九
）。
こ
の
ほ
か
、ｃ
群
の
論
考
に
は
、
次
の
諸
論
が
挙
げ
ら

れ
る
。
水
野
敬
三
郎
氏
は
「
鑑
真
和
上
の
外
見
的
特
徴
を
写
し
つ
つ
、
全
体
を
統
一
あ
る
造
形
的
表
現
に
高
め
た
も
の
」（
水
野
一
九
七

二
）、
松
島
健
氏
は
「
弟
子
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
く
和
上
の
面
影
を
、
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
に
凝
集
し
、
和
上
の
か
く
あ
る
べ
き
姿
が

見
事
に
造
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
」（
松
島
一
九
八
八
）、
奥
田
尚
良
氏
は
「
鑑
真
像
に
は
天
平
彫
刻
特
有
の
精
神
的
写
実
と
も

い
う
べ
き
一
種
の
理
想
化
を
明
ら
か
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
像
主
の
内
面
性
を
も
含
め
た
「
真
容
」
を
写
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
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め
て
肖
像
が
真
の
礼
拝
対
象
と
な
り
」、「
そ
こ
に
理
想
化
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
し
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
」（
奥
田
一
九
九
四
）、
浅
見
龍

介
氏
は
「
鎌
倉
時
代
の
肖
像
彫
刻
に
比
べ
る
と
、
徹
底
し
た
写
実
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
浅
く
等
間
隔
に
刻
ま
れ
た
衣
文
は
、
こ
の

像
の
目
指
す
の
が
、
あ
り
の
ま
ま
の
再
現
で
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
像
の
造
形
は
、
鑑
真
の
精
神
の
静
か
さ
、

無
の
境
地
を
表
現
す
る
こ
と
を
指
向
し
て
い
る
」（
浅
見
二
〇
〇
五
）、
川
瀬
由
照
氏
は
「
写
実
に
優
れ
な
が
ら
も
俗
に
陥
ら
な
い
優
れ
た

造
形
表
現
」
で
あ
り
、「
こ
う
し
た
表
現
は
理
想
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
」（
川
瀬
二
〇
一
三
）
な
ど
、
各
氏
の
表
現
に
若
干
の
違

い
は
あ
っ
て
も
、
論
旨
は
近
い
と
い
え
よ
う
。

第
四
節　

ｄ
群
の
論
考

ｄ
群
の
早
い
も
の
に
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
『
日
本
国
宝
全
集
』
第
二
一
輯
が
挙
が
る
。「
衣
の
如
き
は
隆
起
の
少
な
い
摺

線
を
大
ま
か
に
畳
ん
で
ゐ
る
に
過
ぎ
ず
、
面
部
も
鼻
目
唇
口
等
の
細
部
に
手
の
込
ん
だ
施
設
は
見
ら
れ
な
い
が
、（
中
略
）
面
部
や
衣
文

の
如
き
も
簡
素
で
は
あ
る
が
写
實
の
要
を
穿
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。」
と
し
て
、
必
ず
し
も
写
実
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
よ

り
明
確
に
は
、
ｄ
群
の
典
型
と
し
て
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
大
川
逞
一
氏
は
、
鑑
真
像
は
像
高
に
対
し
て
膝
張
り
が
非
常
に
大

き
く
、
二
七
：
二
五
で
あ
る
こ
と
、
膝
張
に
対
し
て
坐
奥
も
あ
ま
り
に
少
な
い
奥
行
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
現
実
の
人
体
と
の
乖
離
を
指

摘
す
る
（
大
川
一
九
四
〇
）。
ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
に
蓮
實
重
康
氏
は
「
こ
の
像
は
思
託
の
言
を
合
理
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

そ
れ
か
、
あ
ら
ぬ
か
、
衣
の
あ
ら
わ
し
方
に
は
美
化
さ
れ
、
整
備
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
」（
蓮
實

一
九
五
四
）
と
し
て
、
本
像
の
写
実
性
に
は
や
や
冷
淡
で
あ
る
。

以
上
、
本
像
の
表
現
に
み
ら
れ
る
写
実
に
つ
い
て
諸
説
を
四
群
に
分
類
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
は
っ
き
り
と
分
け
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
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る
が
、
重
点
が
何
れ
に
あ
る
か
で
切
り
分
け
た
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
章
末
尾
に
筆
者
の
見
方
を
ご
く
簡
略
に
記
し
て
お
く
。
戦
前
に
大
川
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
素
直
に
見
れ
ば
、
本
像
の
膝
張

り
は
人
体
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
の
は
明
ら
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。
体
部
の
奥
行
き
や
肩
幅
も
人
体
な
ら
ば
格
闘
家
の
そ
れ
に
近
く
、
老
人

に
は
大
き
す
ぎ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
も
大
き
く
造
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
面
相
細
部
な
ど
は
人
体
（
本
人
か
も
し
れ
な
い
）
に
忠
実
だ
ろ

う
が
、
骨
格
は
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
お
り
、
仏
像
に
近
い
体
軀
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
理
想
化
と
呼
ん
で
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
少
な
く
と
も
本
像
は
人
体
な
い
し
本
人
に
全
て
の
点
で
忠
実
に
制
作
さ
れ
た
と
は
み
る
こ
と
は
で
き
ま
い
し
、
体
軀
は
人
体
と
い

う
よ
り
は
仏
像
に
近
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
方
で
あ
る
。

第
三
章　

肖
像
彫
刻
に
お
け
る
「
写
実
性
」
と
制
作
年
代

こ
こ
ま
で
、
鑑
真
和
上
像
研
究
史
の
う
ち
、
制
作
年
代
と
そ
の
写
実
性
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
肖
像
彫
刻
に
お
け

る
写
実
性
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
い
、
併
せ
て
制
作
年
代
推
定
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
節　

肖
像
彫
刻
に
お
け
る
「
写
実
性
」

第
二
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
本
像
に
つ
い
て
は
写
実
、
写
実
的
と
い
う
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
用
語
の

定
義
は
と
も
あ
れ
、
研
究
史
に
お
い
て
は
内
容
の
上
で
大
き
く
二
つ
の
異
な
る
内
容
に
お
い
て
使
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
判
る
。ａ
群

の
論
考
で
は
本
人
の
姿
に
忠
実
と
い
う
意
味
で
、ｃ
群
の
論
考
で
は
内
面
の
描
写
も
含
ま
れ
る
の
で
外
見
を
写
す
こ
と
か
ら
逸
脱
し
て
い

て
も
よ
い
、
理
想
化
が
な
さ
れ
て
い
て
も
そ
れ
も
写
実
と
呼
ぶ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
こ
の
両
者
は
実
作
例
を
理
解
す
る
上
で
は
、
実
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
両
者
の
間
に
は
制
作
上
の
方
針

に
大
き
な
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
作
例
を
客
観
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
状
態
な
い
し
表
現
に
い
か
な
る
言
葉
、

あ
る
い
は
用
語
を
対
応
さ
せ
る
か
は
、
研
究
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
と
い
え
る
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
鑑
真
和
上
像
研
究
史
に
お
い

て
は
同
じ
用
語
が
異
な
る
理
解
の
基
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

竹
内
敏
雄
編
修
『
美
学
辞
典　

増
補
版
』（
一
九
七
四
年
六
月　

弘
文
堂
）
を
紐
解
け
ば
、
こ
の
問
題
は
明
快
で
あ
る
。
そ
の
「
写
実

主
義
」
の
項
に
は
、「
客
観
を
あ
る
が
ま
ま
、
す
な
わ
ち
主
観
の
側
よ
り
す
る
な
ん
ら
か
の
は
た
ら
き
を
す
べ
て
抑
制
し
て
、
対
象
の
個

性
的
特
徴
を
直
接
か
つ
正
確
に
再
現
す
る
態
度
」
と
あ
り
、「
現
実
を
理
想
よ
り
、
個
別
者
を
普
遍
者
よ
り
も
重
視
す
る
点
で
古
典
主
義

な
い
し
は
理
想
主
義
と
（
中
略
）
対
立
す
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
「
模
倣
」
の
項
に
は
そ
の
意
味
の
一
つ
と
し
て
、「
対
象
を
あ

り
の
ま
ま
に
、
忠
実
に
写
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
写
実
」
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
「
理
想
化
」
あ
る
い
は
「
様
式
化
」
と
対
立
す
る
場

合
」
が
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
写
実
と
理
想
化
は
対
極
に
位
置
す
る
概
念
で
、
実
作
例
を
考
察
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
制
作

さ
れ
た
か
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
鑑
真
和
上
像
は
双
方
に
対
し
て
写
実
性
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
、

そ
の
認
識
は
定
着
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
筆
者
は
問
題
点
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
筆
者
の
意
見
を
端
的
に
述
べ
れ
ば
、ｃ
群
の
よ
う
な
理
解
、
す
な
わ
ち
本
人
な
い
し
人
体
に
必
ず
し
も
忠
実
で
は
な
い
場

合
で
も
、
そ
れ
を
写
実
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
研
究
史
で
理
想
化
と
呼
ん
で
い
る
部
分
は
、
写
実
で
は
な
く
、
冷
静
に
判
断
す

れ
ば
デ
フ
ォ
ル
メ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
偉
大
な
師
を
理
想
化
す
る
こ
と
は
何
ら
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
造
形
の
際
に
対

象
を
あ
り
の
ま
ま
に
あ
ら
わ
し
た
の
で
は
な
く
、
デ
フ
ォ
ル
メ
に
よ
っ
て
造
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
合
は
写
実
と
述
ぶ
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
。
彫
刻
史
研
究
で
は
、
鑑
真
和
上
像
研
究
に
限
ら
ず
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
状
態
（
理
想
化
も
含
む
）
を
写
実
な
い
し
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写
実
的
と
評
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
み
か
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
実
在
感
（
実
際
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
感
が
あ
る
）
や
迫
真
性

（
真
に
迫
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
）
が
あ
る
と
は
い
え
よ
う
が
、
写
実
で
は
な
か
ろ
う
。
写
実
と
い
う
語
は
現
実
や
実
際
の
様
子
に
忠

実
と
い
う
意
味
で
用
い
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
理
想
化
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
節　

作
例
に
お
け
る
写
実
性
と
制
作
年
代

前
節
に
お
い
て
写
実
な
い
し
写
実
性
と
い
う
語
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
制
作
年
代
と
の
関
連
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
も
と
よ
り
肖
像
彫
刻
に
お
け
る
写
実
性
は
検
証
可
能
な
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
端
的
に
云
え
ば
、

写
真
の
存
在
し
な
い
人
物
の
肖
像
彫
刻
の
場
合
、
そ
も
そ
も
本
人
の
姿
に
忠
実
で
あ
る
か
否
か
は
今
と
な
っ
て
は
検
証
で
き
な
い
（
こ
の

点
は
例
え
ば
谷
一
九
六
八
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
）。
つ
ま
り
、
そ
の
像
に
写
実
性
が
あ
る
か
ど
う
か
は
も
は
や
確

か
め
よ
う
が
な
く
、
せ
い
ぜ
い
が
人
体
表
現
と
し
て
理
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
ぐ
ら
い
し
か
論
じ
よ
う
が
な
い
。
さ
ら
に
、
同
様
の
こ

と
は
像
主
の
内
面
や
精
神
性
に
関
し
て
も
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
ｂ
群
やｃ
群
の
論
考
で
は
し
ば
し
ば
肖
像
彫
刻
は
い
か
に
内
面
性
を
表
現

す
る
か
が
重
要
で
あ
っ
て
、
単
に
外
見
的
特
徴
に
即
し
た
だ
け
で
は
写
実
と
は
い
え
な
い
と
説
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
人
の
精
神
性

や
人
格
に
至
っ
て
は
、
外
見
以
上
に
な
お
さ
ら
確
か
め
よ
う
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
外
見
に
せ
よ
、
内
面
に
せ
よ
、
可
能
な
の
は
、
推
定

で
し
か
な
い
。
こ
の
こ
と
は
い
ま
さ
ら
筆
者
が
述
べ
る
ま
で
は
な
く
、
例
え
ば
芸
術
学
に
お
け
る
教
科
書
的
な
一
書
で
あ
る
『
芸
術
学
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
神
林
恒
道
・
潮
江
宏
三
・
島
本
浣
編
、
一
九
八
九
年
四
月
、
勁
草
書
房
）
に
も
、「
肖
像
に
お
い
て
は
、
肖
似
性
が
た
え

ず
問
題
に
な
る
。
描
か
れ
た
人
物
の
確
認
は
、
時
代
を
遡
る
と
と
も
に
文
献
に
よ
る
記
録
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

肖
似
性
の
確
認
と
な
る
と
、
厳
密
に
は
不
可
能
な
事
例
も
数
知
れ
な
い
。」
と
し
て
い
る
。
同
様
に
、
宮
島
新
一
氏
は
「
こ
こ
で
混
同
し
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て
は
い
け
な
い
の
は
、
個
性
的
と
写
実
的
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
個
性
が
弱
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
写
実
性
を
判
断
の
基
準
と

す
る
こ
と
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
（
宮
島
一
九
九
四
、
p.8
）。
以
上
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
鑑
真
像
研
究
史

に
お
い
て
は
そ
の
写
実
性
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
き
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
肖
像
に
お
け
る
肖
似
性
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
宮
島
新
一
氏
は
「
肖
像
画
を
肖
像
画
た
ら
し
め
る
根
拠
は
、
必
ず
し
も
当
人

と
そ
っ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
過
去
に
お
い
て
像
主
と
似
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
肖
像
画
が
礼
拝
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
」
こ
と
、「
誰
か
の
と
し
て
描
か
れ
れ
ば
た
と
え
似
て
い
な
く
と
も
そ
れ
は
肖
像
」
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
り
、
井
上
一
稔
氏
も
そ
れ
に
着
目
し
て
い
る
（
井
上
一
稔
一
九
九
九
）。
筆
者
も
、
こ
の
指
摘
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
古
代
・
中
世
の
肖
像
は
、
外
見
で
あ
れ
、
内
面
で
あ
れ
、
も
と
も
と
本
人
と
の
肖
似
性
は
検
証
で
き
な
い

事
柄
で
あ
り
、
加
え
て
必
ず
し
も
本
人
と
の
肖
似
性
を
目
指
し
て
造
ら
れ
た
と
も
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
、
鑑
真
像
研
究
史
に
お
い
て
は
、
制
作
年
代
の
推
定
根
拠
と
し
て
、
像
が
極
め
て
写
実
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
、
迫
真
性
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
き
た
。
確
か
に
一
般
論
と
し
て
は
、
写
真
の
な
い
時
代
に
お
い
て
、
本
人
と
似
て
い
る
肖
像
を
制

作
す
る
な
ら
ば
、
本
人
が
生
き
て
い
る
時
な
い
し
、
没
後
な
ら
ば
本
人
に
つ
い
て
の
記
憶
が
色
濃
い
時
期
の
方
が
条
件
が
良
い
だ
ろ
う
と

は
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
古
代
・
中
世
の
肖
像
が
必
ず
し
も
本
人
と
の
肖
似
性
を
目
指
し
た
も
の
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
作
例
に
お
け
る

肖
似
性
（
こ
れ
は
し
ば
し
ば
写
実
性
と
も
述
べ
ら
れ
て
き
た
）
を
追
求
し
た
り
、
そ
れ
を
も
と
に
制
作
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
自
体
が
慎

重
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
肖
像
彫
刻
に
迫
真
性
や
実
在
感
が
表
現
さ
れ
た
場
合
、
生
前
や
没
後
間
も
な
い
時
期
で
な
け
れ
ば
不
可
能
な
の
だ
ろ
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う
か
。
筆
者
は
、
迫
真
性
あ
る
肖
像
彫
刻
を
制
作
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
基
本
的
に
は
作
者
の
力
量
の
問
題
で
あ
り
、
制
作
時
点
に
左
右

さ
れ
る
部
分
は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
運
慶
一
門
制
作
の
奈
良
・
興
福
寺
北
円
堂
の
無
著
・
世
親
像
を
例
に
採
る
と
、
こ

の
両
像
は
人
間
表
現
の
描
写
、
精
神
性
の
表
出
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。
両
像
は
制
作
時
点
よ
り
は
る

か
昔
の
人
物
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
本
人
と
の
肖
似
性
は
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
肖
像
彫
刻
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

肖
似
性
の
検
証
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
両
像
で
あ
る
が
、
実
在
感
に
あ
ふ
れ
、
伝
説
的
な
高
僧
を
髣
髴
と
さ
せ
る
よ
う
な
作
に

高
め
ら
れ
た
の
は
、
運
慶
一
門
の
力
量
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
に
誰
も
異
論
は
な
か
ろ
う
。
何
ら
か
の
材
料
（
例
え
ば
下
絵
）
が

あ
り
、
力
量
あ
る
作
者
が
取
り
組
め
ば
、
肖
似
性
と
迫
真
性
を
も
つ
肖
像
彫
刻
を
制
作
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

第
四
章　

鑑
真
和
上
像
の
制
作
年
代

以
上
の
検
討
を
基
に
、
鑑
真
和
上
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
制
作
年
代
に
つ
い
て
の
主
流
を
な
し
て
き
た
Ａ
群
―

鑑
真
示
寂
前
後
の
作
と
み
る
見
方
の
―

主
た
る
根
拠
は
、『
東
征
伝
』

の
記
事
内
容
と
本
像
の
写
実
性
、
迫
真
性
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
章
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
肖
像
彫
刻
に
お
け
る
本
人
と
の
肖
似
性

は
、
所
詮
は
検
証
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
上
に
、
も
と
よ
り
肖
像
は
本
人
と
似
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
加
え
て
、

迫
真
的
な
作
例
は
没
後
時
を
経
て
も
制
作
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
鑑
真
像
の
表
現
上
の
特
色
を
も
っ
て
制
作
年
代
を
推
定
す
る
根

拠
に
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
す
る
と
、
Ａ
群
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
、『
東
征
伝
』
の
記
事
が
最
も
主
た
る
根
拠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
東
征
伝
』
の
記
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
釈
に
い
く
つ
か
未
解
決
の
部
分
が
あ
り
（
例
え
ば
影
堂
建
設
を
巡
る
問
題
等
）、
ま
た

内
容
の
信
頼
性
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
夢
に
よ
っ
て
師
の
死
期
が
近
い
こ
と
を
知
っ
た
忍
基
が
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諸
弟
子
を
率
い
て
「
影
」
を
制
作
し
た
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
影
を
現
存
の
鑑
真
像
に
比
定
す
る
の
は
、
魅
力
的
な
解
釈

で
あ
る
。
こ
の
影
を
本
像
そ
の
も
の
に
比
定
す
る
意
見
（
Ａ
群
―

Ⅰ
）
も
多
く
出
さ
れ
て
き
た
が
、
確
実
に
彫
像
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記

述
は
な
く
、
第
一
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
影
は
画
像
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
論
考
も
か
ね
て
よ
り
存
在
す
る
。
画
像
な
の
か
、
彫

像
な
の
か
は
、『
東
征
伝
』
の
記
述
だ
け
で
は
判
断
し
よ
う
が
な
い
。
い
ず
れ
で
あ
る
か
の
判
断
を
無
理
に
進
め
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
東
征
伝
』
の
記
述
内
容
の
信
頼
性
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
信
を
お
け
る
と
い
う
立
場
と
、
疑
問
を
呈
す
る
意
見
と
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
そ
の
一
つ
一
つ
を
検
討
す
る
こ
と
は
本
稿
の
責
を
超
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
よ
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
死
後
三
日
を
経
て
な

お
頭
頂
が
暖
か
か
っ
た
こ
と
や
火
葬
に
際
し
て
香
気
が
山
に
満
ち
た
な
ど
、『
東
征
伝
』
の
示
寂
前
後
の
記
述
は
神
秘
的
な
事
柄
を
高
僧

伝
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
言
い
回
し
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
上
示
寂
に
ま
つ
わ
る
記
述
は
事
実
の

み
を
淡
々
と
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
高
僧
伝
等
に
常
套
的
な
文
言
を
用
い
て
、
必
ず
し
も
事
実
と
は
思
わ
れ
な
い
事
柄
を
交
え
て
構
成

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
あ
る
「
影
」
の
制
作
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
こ
れ
だ
け
は
事
実
で
あ
る
と
み
な
す
の
は
、
恣
意
的
と

の
誹
り
を
免
れ
な
い
虞
が
あ
ろ
う
。
状
況
か
ら
の
分
析
と
し
て
は
、
井
上
一
稔
氏
が
「
思
託
の
『
延
暦
僧
録
』
で
は
、
几
に
も
た
れ
て
端

座
し
て
な
く
な
っ
た
状
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
衰
弱
せ
る
和
上
に
負
担
を
か
け
な
い
意
味
で
も
、
す
ば
や
く
出
来
る
画
像
、
あ
る
い
は

そ
の
下
絵
が
つ
く
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
」
と
し
、「
よ
っ
て
本
像
の
制
作
時
期
は
、
画
像
完
成
後
か
ら
始
ま
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
和

上
の
生
存
中
に
な
る
か
、
没
後
に
遅
れ
る
の
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
問
題
」
と
述
べ
（
井
上
一
稔
一
九
九
九
）、『
東
征
伝
』
の
「
影
」
制

作
が
本
像
そ
の
も
の
を
指
す
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
筆
者
は
、『
東
征
伝
』
そ
の
も
の
の
信
頼
性
を
否
定
す
る
立

場
で
は
な
い
が
、
示
寂
前
後
の
部
分
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
信
用
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
「
影
」
が
制
作
さ
れ
た
の
か
否
か
、
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制
作
さ
れ
た
と
す
れ
ば
そ
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
等
を
、
こ
の
記
事
を
根
拠
に
特
定
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

と
な
る
と
、
Ａ
群
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
か
な
り
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
改
め
て
重
視
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
の
は
、
脱
活
乾
漆
造
と
い
う
技
法
の
問
題
で
あ
る
。
第
一
章
で
触
れ
た
が
、
早
く

は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
大
川
逞
一
氏
が
、
漆
は
非
常
に
乾
き
難
い
の
で
「
没
後
相
当
の
期
間
を
要
し
て
完
成
」
し
た
と
指
摘
し

て
い
る
（
大
川
一
九
四
〇
）。
筆
者
は
こ
の
指
摘
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
こ
の

技
法
面
の
不
合
理
に
つ
い
て
触
れ
た
論
考
は
少
な
い
。
大
川
氏
以
降
で
は
浅
見
龍
介
氏
が
「
鑑
真
を
目
前
に
し
て
造
る
に
は
、
手
間
の
か

か
る
乾
漆
造
は
適
さ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
浅
見
二
〇
〇
五
）。
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
脱
活
乾
漆
造
に
よ
る
造
像
期
間
は
長
い
。

安
藤
更
生
氏
が
報
告
し
た
よ
う
に
、
昭
和
十
年
の
修
理
に
よ
れ
ば
、
布
は
多
く
て
五
、
六
枚
、
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
三
、
四
枚
位
を
重
ね

て
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
（
安
藤
一
九
三
五
、
な
お
布
の
枚
数
に
つ
い
て
は
昭
和
十
年
の
修
理
記
録
を
収
め
た
『
日
本
美
術
院
彫
刻

等
修
理
記
録
Ⅱ
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）、
月
単
位
の
造
像
期
間
を
見
積
も
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
工
程
期
間
を
考
え
る
と
、
衰

弱
し
た
和
上
を
モ
デ
ル
に
こ
の
作
業
を
進
め
る
と
は
考
え
に
く
く
、『
東
征
伝
』
が
語
る
よ
う
な
状
況
で
の
制
作
は
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
木
下
成
通
氏
が
模
造
制
作
を
も
と
に
技
法
面
の
新
知
見
と
共
に
制
作
年
代
に
も
言
及
し
た
論
考
を
発
表
し
た
（
木

下
二
〇
一
六
）。
氏
は
、
木
屎
漆
で
の
塑
形
の
際
に
ヘ
ラ
等
の
道
具
を
使
わ
ず
、
指
で
直
接
塗
り
込
ん
だ
と
み
ら
れ
る
技
法
や
、
彩
色
の

上
に
油
を
塗
る
な
ど
の
特
殊
な
技
法
は
専
門
の
工
人
が
行
う
合
理
性
が
な
く
、
ま
た
本
像
の
造
形
・
彩
色
表
現
が
鑑
真
和
上
本
人
を
よ
く

知
る
人
物
で
な
け
れ
ば
決
し
て
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
と
し
た
上
で
、「
国
宝
像
の
状
態
と
技
法
か
ら
、
専
門
の
工
人
で
な
く
と
も
、
ま

た
比
較
的
短
期
間
で
あ
っ
て
も
乾
漆
像
の
制
作
は
可
能
」
で
、「
今
回
の
模
造
制
作
を
通
し
て
、
弟
子
た
ち
が
造
っ
た
と
い
う
逸
話
が
真

実
に
近
い
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
し
た
。
確
か
に
技
法
上
の
新
知
見
は
注
目
に
値
す
る
が
、
造
形
・
彩
色
表
現
が
本
人
を
よ
く
知
る
人
物
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で
な
け
れ
ば
決
し
て
で
き
な
い
と
い
う
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
論
証
で
き
る
性
質
の
事
柄
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
技

法
上
で
専
門
工
人
ら
し
か
ら
ぬ
点
の
存
在
か
ら
直
ち
に
弟
子
僧
に
よ
る
制
作
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
れ
が
『
東
征
伝
』

記
述
の
「
影
」
を
本
像
に
比
定
し
た
り
、
制
作
年
代
を
決
定
で
き
る
要
素
に
は
な
り
得
な
い
。
ま
た
、「
比
較
的
短
時
間
」
と
い
う
の
が

ど
の
程
度
か
は
具
体
的
に
示
さ
れ
な
い
が
、
や
は
り
『
東
征
伝
』
が
伝
え
る
よ
う
な
状
況
、
つ
ま
り
危
急
を
要
す
る
事
態
に
乾
漆
造
が
向

か
な
い
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

結
局
、『
東
征
伝
』
に
記
さ
れ
る
「
影
」
を
本
像
に
比
定
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
記
述
を
も
っ

て
本
像
の
制
作
年
代
を
決
め
る
こ
と
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
鑑
真
和
上
像
を
示
寂
前
後
の
作
と
み
な
す
二
つ
の
主
た
る
根
拠
は
崩
れ
て
し
ま
い
、
加
え
て
技
法
上
の
問
題
を

考
慮
す
れ
ば
示
寂
前
後
に
絞
る
こ
と
は
な
お
さ
ら
難
し
い
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
現
状
で
は
制
作
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
Ｂ
群
諸
論
に
示
さ
れ
て
き
た
宝
亀
年
間
と
す
る
可
能
性
も
含
め
て
、
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
少
し
幅
を
も
た
せ
て
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む
す
び

こ
こ
ま
で
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
第
一
章
で
は
、
鑑
真
和
上
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
研
究
史

を
整
理
・
分
類
す
る
と
、
大
き
く
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
の
和
上
示
寂
前
後
の
作
と
み
る
Ａ
群
と
、
没
後
の
や
や
時
を
経
た
あ
る
時

期
に
造
ら
れ
た
と
み
る
Ｂ
群
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
『
東
征
伝
』
に
天
平
宝
字
七
年
春
に
影
を
模
し
た
と
と
記
さ
れ
た
、
そ
の
影
そ
の
も

の
を
本
像
と
み
る
見
方
（
Ａ
群
―

Ⅰ
）
と
、
そ
の
影
が
本
像
で
あ
る
と
確
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
没
後
ま
も
な
く
造
ら
れ
た
と
す
る
考
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え
方
（
Ａ
群
―

Ⅱ
）
に
分
か
れ
、
Ａ
群
が
圧
倒
的
に
多
数
派
を
占
め
る
こ
と
、
Ｂ
群
で
は
『
東
征
伝
』
の
成
立
し
た
宝
亀
年
間
を
想
定
す

る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
述
べ
た
。
第
二
章
で
は
、
本
像
の
表
現
に
つ
い
て
、
写
実
性
の
理
解
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
、
諸
論
考
を
四
つ

に
分
類
し
た
が
、
こ
の
う
ち
本
像
の
克
明
さ
や
迫
真
性
に
重
点
を
置
く
考
え
方
で
あ
るａ
群
と
、
形
の
上
で
の
理
想
化
を
指
摘
す
る
考
え

方
で
あ
るｃ
群
は
、
見
方
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
、
共
に
本
像
の
表
現
に
つ
い
て
写
実
性
を
指
摘
す
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ

と
を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
第
三
章
で
は
、
肖
像
彫
刻
に
お
け
る
写
実
性
に
つ
い
て
及
び
そ
れ
と
制
作
年
代
推
定
と
の
関
わ
り
に
も
検
討
を

行
っ
た
。
第
一
節
で
は
、
本
来
はａ
群
の
見
方
に
写
実
主
義
、ｃ
群
の
考
え
方
に
は
理
想
主
義
が
対
応
し
、
対
極
的
な
制
作
態
度
に
同
じ

写
実
と
い
う
言
葉
を
当
て
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
、
第
二
節
で
は
、
写
真
の
存
在
し
な
い
人
物
の
肖
像
彫
刻
の
場
合
、
そ
も
そ

も
肖
似
性
は
検
証
で
き
な
い
、
つ
ま
り
古
代
や
中
・
近
世
肖
像
彫
刻
に
お
け
る
写
実
性
は
検
証
で
き
な
い
こ
と
、
肖
像
彫
刻
は
必
ず
し
も

本
人
と
の
肖
似
性
を
目
指
し
て
造
ら
れ
た
と
も
限
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
そ
う
し
た
要
素
は
制
作
年
代
推
定
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
こ

と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
何
ら
か
の
材
料
（
例
え
ば
下
絵
）
が
あ
り
、
力
量
あ
る
作
者
が
取
り
組
め
ば
、
肖
似
性
と
迫
真
性
を
も
つ
肖
像
彫

刻
を
制
作
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
提
言
を
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
を
基
に
、
第
四
章
で
は
鑑
真
和
上
像
の
制

作
年
代
に
つ
い
て
考
え
た
。
主
流
を
な
し
て
き
た
Ａ
群
の
主
た
る
根
拠
は
、『
東
征
伝
』
の
記
事
内
容
と
本
像
の
写
実
性
・
迫
真
性
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
う
ち
後
者
は
第
三
章
の
検
討
か
ら
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
の
で
、『
東
征
伝
』
だ
け
が
根
拠
と
な
る
が
、『
東
征
伝
』
に
記

さ
れ
る
「
影
」
が
画
像
か
彫
像
か
特
定
で
き
な
い
以
上
、
本
像
に
特
定
す
る
こ
と
に
も
慎
重
を
要
す
る
の
で
、
Ａ
群
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ

は
崩
れ
て
し
ま
う
。
加
え
て
、
脱
活
乾
漆
造
と
い
う
工
程
を
考
え
る
と
、『
東
征
伝
』
が
語
る
よ
う
な
状
況
で
の
制
作
は
困
難
と
み
ら
れ
る
。

と
す
る
と
、
本
像
の
制
作
年
代
を
示
寂
前
後
に
絞
る
こ
と
は
難
し
く
、
Ｂ
群
諸
論
に
示
さ
れ
て
き
た
宝
亀
年
間
と
す
る
可
能
性
も
含
め
て
、

制
作
時
期
に
つ
い
て
は
少
し
幅
を
も
た
せ
て
考
え
る
ほ
か
は
な
い
と
い
う
結
論
を
示
し
た
。
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本
稿
の
目
的
の
一
つ
は
、
鑑
真
和
上
像
の
研
究
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、
写
実
性
と
い
う
用
語
の
使
い
方
や
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
を

制
作
年
代
推
定
に
用
い
る
場
合
の
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
右
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
鑑
真
和
上
像

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
肖
像
彫
刻
を
考
察
す
る
際
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
今
後
、
肖
像
彫
刻
を
研
究
す

る
上
で
の
最
初
の
一
里
塚
と
考
え
て
ま
と
め
た
が
、
小
さ
く
は
な
い
観
点
で
あ
る
か
と
考
え
る
。

ま
た
、
写
実
あ
る
い
は
写
実
的
と
い
う
言
葉
は
肖
像
彫
刻
以
外
の
彫
刻
作
例
を
評
す
る
際
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
言
葉
が
作
例
の
い
か
な
る
状
態
を
表
現
し
て
い
る
か
を
分
析
し
て
み
る
と
、
恐
ら
く
似
た
よ
う
な
実
態
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
問
題
の
広
が
り
は
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
鑑
真
和
上
像
の
写
実
性
を
説
明
す
る
際
に
し
ば
し
ば
対
比
的
に
引
き
合

い
に
出
さ
れ
て
き
た
鎌
倉
時
代
作
例
に
向
け
ら
れ
た
、
生
々
し
い
写
実
、
外
見
の
追
求
に
留
ま
る
こ
と
、
心
を
阻
害
し
た
写
実
、
単
に
像

主
の
個
性
的
な
風
貌
を
忠
実
に
写
し
と
ろ
う
と
す
る
態
度
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
ど
の
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
だ
評
言
は
、
今
後
い
か

に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
本
稿
の
任
を
超
え
る
が
、
改
め
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
私
考
す
る
次
第
で
あ
る
。

鑑
真
和
上
像
研
究
関
連
文
献

　
　
　
　
　

一
九
〇
二
（
Ｍ
35
）　
「
傳
思
託
作　

鑑
眞
和
尚
像
」（『
國
華
』
一
七
三
）

浜
田
耕
作　

一
九
〇
八
（
Ｍ
41
）　
「
日
本
古
代
の
肖
像
彫
刻
に
就
い
て
」（『
國
華
』
二
一
四
）

　
　
　
　
　

一
九
二
五
（
Ｔ
14
）　
「
鑑
眞
和
尚
像
」（『
日
本
国
宝
全
集
』
第
二
一
輯　

文
部
省
）

　
　
　
　
　

一
九
二
六
（
Ｔ
15
）　
「
紙
製
鑑
眞
和
尚
坐
像
」（
東
京
美
術
学
校
編
『
唐
招
提
寺
大
鏡
』　

南
都
七
大
寺
大
鏡
発
行
所
）

源　

豊
宗　

一
九
二
九
（
Ｓ
4
）　
「
僧
鑑
眞
像
」（『
世
界
美
術
全
集
』
九　

平
凡
社
）

田
中
一
松　

一
九
三
一
（
Ｓ
6
）　
「
唐
招
提
寺
の
鑑
眞
和
尚
像
に
就
い
て
」（『
塔
影
』
七
―

四
）

福
山
敏
男　

一
九
三
二
（
Ｓ
7
）　
「
唐
招
提
寺
の
建
立
」（『
歴
史
地
理
』
六
〇
―

四
）
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田
澤
坦
・
大
岡
實　

一
九
三
三
（
Ｓ
8
）　
「
奈
良
本
期　

彫
刻
」（『
図
説
日
本
美
術
史
』）

福
山
敏
男　

一
九
三
四
（
Ｓ
9
）　
「
唐
招
提
寺
建
立
年
代
の
研
究
」（『
東
洋
美
術
』
特
輯
「
日
本
美
術
史
」
五
）

安
藤
更
生　

一
九
三
五
（
Ｓ
10
）　
「
唐
招
提
寺
鑑
眞
和
上
像
は
夾
紵
像
な
り
」（『
漆
と
工
芸
』
四
〇
八
）

小
杉
一
雄　

一
九
三
七
（
Ｓ
12
）　
「
肉
身
像
及
遺
灰
像
の
研
究
」（『
東
洋
学
報
』
二
四
―

三
）

小
杉
一
雄　

一
九
三
八
（
Ｓ
13
）　
「
鑑
眞
和
上
の
肉
身
像
説
と
朱
櫃
入
定
説
」（『
史
観
』
一
四
）

源　

豊
宗　

一
九
四
〇
（
Ｓ
15
）　
「
鑑
眞
和
上
像
」（『
日
本
美
術
史
図
録
』　

星
野
書
店
）

大
川
逞
一　

一
九
四
〇
（
Ｓ
15
）　
「
鑒
眞
大
和
上
像
愛
慕
」（『
以
可
留
我
』
一
〇
）

大
口
理
夫　

一
九
四
一
（
Ｓ
16
）　
「
肖
像
彫
刻
」（『
日
本
美
術
大
系　

彫
刻
』）

金
森　

遵　

一
九
四
一
（
Ｓ
16
）　
「
唐
招
提
寺
鑑
眞
和
上
像
」（『
國
寶
』
四
ノ
六
）

小
林　

剛　

一
九
四
三
（
Ｓ
18
）　
「
天
平
の
肖
像
彫
刻
」（『
日
本
彫
刻
史
研
究
』（
一
九
四
七
年
十
二
月　

養
徳
社
）

毛
利　

久　

一
九
四
九
（
Ｓ
24
）　
「
唐
招
提
寺
鑑
真
和
上
坐
像
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』
五
）

金
森　

遵　

一
九
五
〇
（
Ｓ
25
）　
「
鑑
真
和
上
像
」（
藤
懸
静
也
監
修
『
日
本
美
術
図
説
』）

毛
利　

久　

一
九
五
二
（
Ｓ
27
）　
「
唐
招
提
寺
影
堂
と
鑑
真
像
」（『
史
迹
と
美
術
』
二
二
五
）

西
川
新
次　

一
九
五
三
（
Ｓ
28
）　
「
鑑
真
和
上
像　

唐
招
提
寺
の
秘
宝
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
二
四
）

小
林
太
市
郎　

一
九
五
四
（
Ｓ
29
）　
「
高
僧
崇
拝
と
肖
像
の
芸
術

―
隋
唐
高
僧
像
序
説
」（『
仏
教
芸
術
』
二
三
）

佐
和
隆
研　

一
九
五
四
（
Ｓ
29
）　
「
日
本
に
於
け
る
高
僧
像
の
形
式
」（『
仏
教
芸
術
』
二
三
）

蓮
實
重
康　

一
九
五
四
（
Ｓ
29
）　
「
奈
良
朝
末
期
の
二
つ
の
肖
像
彫
刻

―
行
信
像
と
鑑
真
像
」（『
仏
教
芸
術
』
二
三
）

赤
松
俊
秀　

一
九
五
四
（
Ｓ
29
）　
「
御
影
堂
に
つ
い
て
」（『
南
都
仏
教
』
一
）

毛
利　

久　

一
九
五
四
（
Ｓ
30
）　
「
鑑
真
和
上
像
」（『
世
界
美
術
全
集
』
九　

平
凡
社
）

石
田
瑞
麿　

一
九
五
八
（
Ｓ
33
）　
『
鑑
真　

そ
の
思
想
と
生
涯
』（
大
蔵
出
版
）

安
藤
更
生　

一
九
六
一
（
Ｓ
36
）　
「
唐
招
提
寺
御
影
堂
再
考
」（『
大
和
文
華
』
三
四
）

北
川
桃
雄　

一
九
六
一
（
Ｓ
36
）　
「
慈
悲
と
静
寂
の
美
」（『
世
界
美
術
全
集
』
三　

日
本
（
3
）
奈
良 

角
川
書
店
）

町
田
甲
一　

一
九
六
一
（
Ｓ
36
）　
「
鑑
真
和
上
像
」（『
世
界
美
術
全
集
』
三　

日
本
（
3
）
奈
良 

角
川
書
店
）

小
林　

剛　

一
九
六
三
（
Ｓ
38
）　
「
鑑
真
和
上
像
」（『
大
和
文
化
研
究
』
八
―

五
）

毛
利　

久　

一
九
六
六
（
Ｓ
41
）　

原
色
日
本
の
美
術
三
『
奈
良
の
寺
院
と
天
平
彫
刻
』　

小
学
館
）
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毛
利　

久　

一
九
六
七
（
Ｓ
42
）　
「
肖
像
彫
刻
の
展
開
」（『
肖
像
彫
刻
』　

至
文
堂
）

杉
山
二
郎　

一
九
六
七
（
Ｓ
42
）　
「
鑑
真
の
東
征
と
唐
招
提
寺
」（『
天
平
彫
刻
』　

至
文
堂
）

安
藤
更
生　

一
九
六
七
（
Ｓ
42
）　
『
鑑
真
和
上
』（
吉
川
弘
文
館
）

谷　

信
一　

一
九
六
八
（
Ｓ
43
）　
「
奈
良
時
代
」（
体
系
日
本
史
叢
書
二
〇
『
美
術
史
』　

山
川
出
版
社
）

杉
山
二
郎　

一
九
七
一
（
Ｓ
46
）　
『
鑑
真
』（
三
彩
社
）

永
井
信
一　

一
九
七
一
（
Ｓ
46
）　
「
肖
像
彫
刻
」（
原
色
日
本
の
美
術
二
三
『
面
と
肖
像
』　

小
学
館
）

水
野
敬
三
郎　

一
九
七
二
（
Ｓ
47
）　
「
鑑
真
和
上
像
」（
奈
良
六
大
寺
大
観
一
三
『
唐
招
提
寺
』　

岩
波
書
店
）

町
田
甲
一　

一
九
七
四
（
Ｓ
49
）　
「
天
平
的
写
実
の
極
致
、
肖
像
彫
刻
」（『
日
本
古
代
彫
刻
史
概
説
』　

中
央
公
論
美
術
出
版
）

石
田
瑞
麿　

一
九
七
四
（
Ｓ
49
）　
『
鑑
真　

そ
の
戒
律
思
想
』（
大
蔵
出
版
）

西
川
新
次　

一
九
七
五
（
Ｓ
50
）　
「
鑑
真
和
上
坐
像
」（
奈
良
の
寺
二
〇
『
唐
招
提
寺　

鑑
真
像
と
木
彫
群
』　

岩
波
書
店
）

　
　
　
　
　

一
九
七
六
（
Ｓ
51
）　 「
乾
漆
鑑
真
和
上
坐
像
一
軀　

修
理
図
解
解
説
書
」（『
日
本
美
術
院
彫
刻
等
修
理
記
録
』
Ⅱ
奈
良　

国
立
文
化
財
研

究
所
）

蔵
中　

進　

一
九
七
六
（
Ｓ
51
）　
『
唐
大
和
上
東
征
伝
の
研
究
』（
桜
楓
社
）

井
上　

正　

一
九
七
七
（
Ｓ
52
）　
「
鑑
真
和
上
像
序
説
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
一
四
）

上
原
昭
一　

一
九
七
七
（
Ｓ
52
）　
「
鑑
真
和
上
坐
像
」（
日
本
美
術
全
集
4
『
天
平
の
美
術　

南
都
七
大
寺
』　

学
習
研
究
社
）

井
上　

正　

一
九
七
八
（
Ｓ
53
）　
「
肖
像
彫
刻
の
一
系
列

―
僧
侶
と
そ
の
脈
流
」（
京
都
国
立
博
物
館
『
日
本
の
肖
像
』）

西
川
新
次　

一
九
七
八
（
Ｓ
53
）　
「
天
平
時
代
の
彫
刻
」（
文
化
財
講
座
日
本
の
美
術
5
『
彫
刻
（
飛
鳥
・
奈
良
）』　

第
一
法
規
出
版
）

浅
井
和
春　

一
九
七
九
（
Ｓ
54
）　
「
鑑
真
和
上
像
」（
日
本
古
寺
美
術
全
集
三
『
薬
師
寺
と
唐
招
提
寺
』　

集
英
社
）

松
島　

健　

一
九
八
八
（
Ｓ
63
）　
「
奈
良
朝
僧
侶
肖
像
彫
刻
試
論

―
鑑
真
像
と
行
信
像
」（『
仏
教
芸
術
』
一
七
六
）

清
水
善
三　

一
九
九
〇
（
Ｈ
2
）　 「
肖
像
彫
刻
に
お
け
る
「
写
実
」
の
多
様
性
―
重
源
上
人
像
を
中
心
と
し
て
」（
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
研
究
報

告
書
六
）

浅
井
和
春　

一
九
九
〇
（
Ｈ
2
）ａ　
「
鑑
真
和
上
坐
像
」（
日
本
美
術
全
集
四
『
東
大
寺
と
平
城
京
』　

講
談
社
）

浅
井
和
春　

一
九
九
〇
（
Ｈ
2
）
ｂ　
「
来
朝
後
の
鑑
真

―
そ
の
人
と
造
形
」（
名
宝
日
本
の
美
術
七
『
唐
招
提
寺
』　

小
学
館
）

奥
田
尚
良　

一
九
九
四
（
Ｈ
6
）　
「
唐
招
提
寺
鑑
真
和
上
像
と
肉
身
乾
漆
像
」（『
論
争　

奈
良
美
術
』　

平
凡
社
）

宮
島
新
一　

一
九
九
四
（
Ｈ
6
）　
『
肖
像
画
』（
吉
川
弘
文
館
）
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井
上
一
稔　

一
九
九
九
（
Ｈ
11
）　
「
鑑
真
和
上
像
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
化
史
学
』
五
五
）

岩
佐
光
晴　

二
〇
〇
五
（
Ｈ
17
）　
「
鑑
真
和
上
と
仏
像
」（
図
録
『
唐
招
提
寺
展　

国
宝
鑑
真
和
上
像
と
盧
舎
那
仏
』　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

浅
見
龍
介　

二
〇
〇
五
（
Ｈ
17
）　
「
特
論　

鑑
真
和
上
坐
像
」（
図
録
『
唐
招
提
寺
展　

国
宝
鑑
真
和
上
像
と
盧
舎
那
仏
』　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

東
野
治
之　

二
〇
〇
九
（
Ｈ
21
）　
『
鑑
真
』（
岩
波
書
店
）

小
野
佳
代　

二
〇
一
三
（
Ｈ
25
）　
「
奈
良
時
代
の
南
都
諸
寺
の
僧
形
像

―
鑑
真
像
と
行
信
像
」（『
て
ら　

ゆ
き　

め
ぐ
れ
』　

中
央
公
論
美
術
出
版
）

川
瀬
由
照　

二
〇
一
三
（
Ｈ
25
）　
「
鑑
真
和
上
坐
像
」（
日
本
美
術
全
集
三
『
東
大
寺
・
正
倉
院
』　

小
学
館
）

木
下
成
通　

二
〇
一
六
（
Ｈ
28
）　
「
唐
招
提
寺　

国
宝　

乾
漆
鑑
真
和
上
坐
像　

模
造
制
作
に
つ
い
て
」（『
美
術
院
紀
要
』
八
）

竹
田
滋
子　

二
〇
一
六
（
Ｈ
28
）　
「
鑑
真
和
上
像
の
制
作
と
背
景
」（『
唐
招
提
寺

―
美
術
史
研
究
の
あ
ゆ
み
』　

里
文
出
版
）


